
  

　

主催 ： 総務省・奈良県
※の写真提供　一般財団法人 奈良県ビジターズビューロー

日程 平成26年
1月14日（火）・15日（水）

プログラム

会場 奈良県新公会堂（1月14日）
〒630-8212 奈良市春日野町101

1月15日は現地視察

基調講演　後藤 春彦（早稲田大学創造理工学部長）

全体会総括　パネルディスカッション
市町村長交流会

現地視察 ① ならまち・平城宮跡コース
② 初瀬門前町・長谷寺･今井町コース

分科会 ① 市町村の枠を超えた社会的ネットワーク
② 都市と農村の交流
③ 小さな自治で支える暮らし

in 奈良全国市町村
長サミット

14
日

15
日

地域の元気
創造 参加

市町村長
募集

吉野山(吉野町）

法隆寺（斑鳩町） 石舞台古墳（明日香村）※ 東大寺 盧舎那仏（奈良市）

雲海（野迫川村）※

基調講演

早稲田大学創造理工学部長・教授／日本都市計画学会会長
後藤 春彦
1957年生まれ。早稲田大学理工学部建築学科卒業、同大学院修了・工学博士。三重大学工学部助教
授、早稲田大学理工学部建築学科助教授を経て教授。これまでに、世界居住学会副会長、日本生活学会
会長ほか歴任。現在、総務省「地域の元気創造有識者会議」委員、内閣府「地方分権改革有識者会議」
議員も務める。日本建築学会賞（論文）、日本都市計画学会賞（計画設計賞）ほか受賞。著書・訳書に、
「場所の力（ドロレス・ハイデン著）」（学芸出版社）、「まちづくりオーラル・ヒストリー」（水曜社）、「景観
まちづくり論」（学芸出版社）、「生活景」（学芸出版社）等。

分科会

一橋大学大学院法学研究科教授

第1
分科会

コーディネーター辻 琢也
1962年北海道生まれ。東京大学大学院博士号取得。東京大学助手等を経て、2005年より現在に至
る。このほか、「第30次地方制度調査会」委員、国土交通省「社会資本整備審議会」委員、総務省「地方
財政審議会」専門委員、文部科学省「中央教育審議会」臨時委員、総務省「定住自立圏構想の推進に関
する懇談会」委員、総務省「基礎自治体による行政サービス提供に関する研究会」座長等を務める。

市町村の枠を超えた社会的ネットワーク

●牧野 光朗 長野県飯田市長
●大久保 貴 滋賀県彦根市長
●中貝 宗治 兵庫県豊岡市長

事例発表者

和歌山大学観光学部教授

第2
分科会

コーディネーター藤田 武弘
1962年生まれ。大阪府立大学大学院農学研究科博士後期課程修了、博士（農学）。大阪府立大学
農学部助手・専任講師、和歌山大学経済学部教授を経て、2007年から現職。中国北京農学院の大
学院客員教授も務める。専門は、フードシステム論、地域農業論。主な著書に「食と農の経済学」（ミ
ネルヴァ書房2004年）、「都市と農村」（日本経済評論社2011年）等。

都市と農村の交流

●更谷 慈禧 奈良県十津川村長
●藤澤 直広 滋賀県日野町長
●渋谷 俊彦 鹿児島県出水市長

事例発表者

大阪市立大学大学院創造都市研究科
准教授

第3
分科会

コーディネーター松永 桂子
1975年京都市生まれ。専門は地域産業論、地域社会経済。大阪市立大学大学院経済学研究科後
期博士課程単位取得、博士（経済学）。島根県立大学講師、准教授を経て、2011年より現職。総務省
「RMO（地域運営組織）による地域総合生活支援サービス研究会」委員等を務める。著書に『創造
的地域社会』、『「農」と「食」の女性起業』（共編著）、『震災復興と地域産業』（共編著）等。

小さな自治で支える暮らし

●速水 雄一 島根県雲南市長
●上平 一郎 奈良県下北山村長
●大久保 憲一 長野県根羽村長

事例発表者

全体会総括　パネルディスカッション

明治大学農学部教授

総括コーディネーター小田切 徳美
1959年生まれ。東京大学大学院博士課程修了（農学博士）。
高崎経済大学、東京大学を経て、2006年より現職。専門
は、農村政策論、地域ガバナンス論。日本学術会議連携会
員、ふるさとづくり有識者会議座長（内閣官房）、国土審議
会委員（国交省）、過疎問題懇談会委員（総務省）等を務め
る。主な著書に、『農山村再生』『地域づくり読本』（共著）等。

●辻 琢也
  第1分科会 『市町村の枠を超えた社会的ネットワーク』コーディネーター
●藤田 武弘 
  第2分科会 『都市と農村の交流』 コーディネーター
●松永 桂子 
  第3分科会 『小さな自治で支える暮らし』コーディネーター

パネリスト

分科会終了後、分科会での議論をふまえて、全体会総括にてパネルディスカッションを行います。


